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(問 題 ) ′心理学的研究にかいて,異 なる被験者集団に

も適用可能な測定尺度を構成することは重要な問題である。

その際,あ る特定の被験者集団より得た毅1定変量の因子分

析によつて,そ の研究分野における因子の内容と方向性と

を決定することが要耐される場合が多い。 ところが,他 の

わF々 の集団からも同二 と見徹せる因子が抽出されてはじめ

て,そ のlヽ Fは その分37の 確
′
たな測定尺度となリイ|る ので

あり,こ こに因子の確認化とい う研究が必要とされる。

従来このような問題にはプロクラステス法が用いられて

来た。 この方法は,Mosior(■ 939)に よつて基本的には

解かれており,そ の後多くの研究者によつて改良がなされ

ている。その内で■要なものは ,プ ロクラステス回転され

た解と基準解とが同一の因子軸体系内で比較可能とする研

究であり,直 交の場合には,Schbnemann(■ 967),斜交

の場合には Hakstian(■ 975)清水・ 辻岡 (■ 977,■ 978)

等の方法があだoしかしながら:基準解と求める解との差

を最少とするモデルを構utす る際に,プ ロクラステス問題

には1い かに して仮説的因子負荷行列を作成するかとい う

研究者の任意的な判断要素が大きな役割を占める。この問

題を解決 したのが以下に述べる Fa c t o rlllax法 である。

(方 法 ) ① lヽ 子 lll定 1イ t

従来の1利 子分析は ,I卜 に因子llulを 1lf.t繊 遺へと回転 し,

その紺果を■子 fTタリめるいは布置メ|か ら解がくするという段

階で留まつていた。また ,被 験者1‖ 々人について当該囚子

に1劇 して一義的に測定 ■る因子得点は ,心理学的な妥当性

研究においては41‐ 効な測度であるにもかかわらず充分に利

用さ||て いない。ここでルじべる
'世

論は,こ の因子イリ点を中

“
,と したヽ子のFrl il化 というrl遺 の解明を目的としている。

ところが,共通性のrt定 を行なわをければならない因子分

析法にかいては!真の奥子得点を直接算出することは不可

能で,因 子イリ点の推定を必要とする。すなわュ,真 の因子

得点行ク
|を F(N×

m次 )歯子推定値行列を F(NXコ 次 )

とすると,

(。 tTК F― Fメ (F― F'〕
→minimum

鳥llili還 1〔升‖Yり
:I‖

Fl),3 t`tiと
になり,

OF=Zw

豊魯身撚l麟蔦輩瀬鮮 ξttΨl:
被験者数,nは 測定変量数,mは因子数である。

②基準解  複数個の下位サンブルを合めた結伴 サンプ

ルをプロクラステス llJ転 の基準と考える。そのJll定 変 :こ 問

の相関行列より,因子数の決定=共通性の推定,主 因子解

さらにVarinax法 ,Promax法 等により斜交解を計算する。

ここで得 られる行列を次のように定義する。Z(N× n次 )

F]『 優ド楓[優織漁 l器 (『蔦 て し軸

変換行列 ,F(NXm次 )因子推定値行列 ,な か,Nは結椰

サンプルの全被験者数とする。

③下位サンプル  今,基準解との一致の程度を検対す

る下位サンプルをPと し=測l定 変量の標準得点行列をZP
(NP Xn次 ),棚 制 を

印
nXn次 )と する。 このRP

よ
ク甲

一因子数で主因子解
v(■

Xm次 )を 求める。なか、

賞講肥£『&誤t瓶既1lltζl配T
囚子推定値イフリをo(、為n次 )とする。

また,Pサ ンプルは枯trサ ンプルに合まれており、7tt準

解の因子体系におけるPサ ンプルの因子推定
Ⅲ

行列を it
(、 文m次 )と すると,

1,llll睾 :|IIII]':羊 :「
きII

Xn次 )は対角項に標準備差をもつ
,角

行′1,XP(NpXn

次 )は 測定変量素点行列とする。

を最大
fiる

ことを与えると
,

0ヽ営G
これを実際に解くため

という式を定義 し,こ の行列の対角項の トレースを最大と

するような解を求めれば良いことになる。すなわち、基準
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解η因子推定値空間におけるNp人の被験者9布 置に Pサ

ンプル独 自に得 られた因子推定値の布置を最大限に近づけ

ることになる。 ところが、今われわれが問題 に しているの

は因子パター ン (FactOr pattern)や 準拠 |1孝 造

(Roferenco structuro)の ような因子空間におけ る

測定変量の布置であり,二つの別な空 ||り を比較す る際 には

因子軸体系 (因 子間相関)が同一でなければな らない●そ

こで ,

0#=VSPゞ 出 J了
L可てA十ん

をうる。この結果を0,A十バ=Σ とおくと,Σは対称
行列であり,

αυV篭準
g:ば

Jヾl=丁Σ

となる。 この |1埼 i2に それぞれの転置 を左 よ りかけると、

OT燻FSbⅣ V′SPゞ R・v再
ヨΣT′丁==Σ

2

をうる。これを行列C(m× m次 )と おき,そのm次までの

ロイ丁分解 より得 られる門イr値 を対角項にもつ対角子J列 4・ M
対応するい|イJベ クトルをク」にも・つ行夕Jを Pと すると,

OC=PMP′

となり,こ れより,

C■5D Σ=P

り
　
致
　
ｘ
　
　
　
す

よ
　

一
　

ｍ
　
　
　
去

凛
崚
卜

　
酬

こ
　
も
　
列

　

ｏ
　
項

到
珈
蜘
”
わ

■

硼
明
は，
浸
蝠

〓ＶＴ
『̈
榊̈
榊

出
■
〓

７

０
　
　
く
　
プ

　

ｏ
　
＞
　
に

　

ヽ

お

の

る

次

次

と

と

こ

す

ｍ

　

る

181ギト7:ZPit〆ダ(文 :―
mllP)(X´魚√ギ)〔ギ

=lPS‐
:(Xi:XP…

X:lNJη:~mll,XP

十mlLPl咄訂η;)Sir
― mp¬ ;)SI

Ｐ
１

一２Ｍ

=SISP Sプ (もXIXP― mPmi)sI

―ゞ SPRP

五iL肩iFt黒ギfFI脅轟I111
を対角項にもつ対角行列である。 よつて俗)式 は ,

0七碑。=準ギgゝ
,VT Tf

―
午

とい う関数を定義 で きる。

微分す ると、

‐50(lP ;XP

とあらわせる。 この逆行列を (10式 の右 よりかけると,

αギ=∨SPS:ズ
:聯

ごPMiF
に より|11交 変 換行列 を算出できる。

(嬌 4()  j｀ 人11め 191′こ,こ ′)方 }ノ tl(11,ヽ いては ,1′
`ま

の プロクラステス法で 1り1用 さオlろ 子∫グJの イl11に ,′ ||ク 114:|||の

し141侃 ブiヾ・イ|||りlrJノ 14「 ′

`、

安として く,,llJIん だの
「

“

1業 によ

る仮説的 ,11子 負「け行列 を1峰 成せずに ,自 動 r的 に解を

')出

ケ

ることが可能 となる。

また,Pサ ンプルを含む絆i:11サ ングル全体に よつて標準

lil驚 灘 古

“

I革 1蝙 官
二

奢 :'1‖

を果 し,‐
bF・ 均の情 報を必 要と しない。 また,こ の ように 複

数個のサンプルをIFl一 変 litに 1月 して比較 した場合 ,平 均の

差は大 きくとも標準

`li差

はさほ ど違 わない。従来は ,サ ン

プル
|1用 の差異を｀

「 均値の差の i灸 定 1/Cよ つて行 うことが多 く,

■験 者数が多ければ′1!意 なズ1と レ、う結 I命 が出やすい。 とこ

ろが ,そ れは大山i的 な差共であ り,そ の |ノ寸的 ||ザ 造の比 1'交 と

い う点では この ような平 均の情 報が有効ではない ことがわ

かつた。また,SPと _Citを ´ヽければ単位7夕
に近くなり,

解には標準備差の差異はあまり影響しないと考えられる。

連絡先 : 565吹 田市佐井寺南が丘 3-■ アカシヤ千里寮
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